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From Mice to Human 
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磁気共鳴スペクトロスコピー（MRS）は，約 30 年前に開発されて以来，
基礎研究および臨床研究に長年用いられてきた測定手法である．MRI 装置・
撮像法・解析法の発展により，MRS による代謝物の定量性が高まり利便性が
増している．近年，認知症をはじめとした神経変性疾患において，病態メカ
ニズムに脳代謝異常が深く関与する知見が集積してきている．さらに認知症
にとどまらず，精神疾患，神経心理学分野においても MRS を用いた脳機能
を研究する報告が増えている．MRS が臨床および基礎研究をつなぐ，有効な
ツールとなる素地ができてきていると思われる． 
演者は神経内科医で，新潟大学脳研究所において，MRS を用いた神経変性

疾患のバイオマーカー探索研究で学位を取得されたのち，2010 年からスイ
ス連邦工科大学ローザンヌ校において超偏極 MRS を用いた脳代謝研究を数
年間実施，2015 年から現在の量研機構・放医研に異動し，PET 等と組み合
わせたマルチモダルイメージングによる脳病態研究を継続されている． 
以上の背景を踏まえ本セミナーではまず MRS の概略についてお話しして

いただき，続いてMRS を PET や他のイメージングモダリティと合わせて進
めているトランスレーショナル研究の取り組みを紹介していただく． 

連絡先：認知症先進医療開発センター 
脳機能画像診断開発部 木村 泰之（内線 7843） 
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